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１．事業概要

　　　１）事業者名及び代表者名
　　　　　　　株式会社 トクホ建設
　　　　　　　代表取締役　　漆島 栄一郎

　　　２）所在地
　　　　　　　本　　　社　〒880－1303　　宮崎県東諸県郡綾町大字南俣1008-8

資材置場　〒880－1301　　宮崎県東諸県郡綾町大字入野

　　　３）環境管理責任者及び事務局
EA-21責任者　 ： 漆島 幸三
EA-21事務局　 ： 漆島 美喜

　　　４）連絡先
　　　　　　　連絡担当者　：　漆島 幸三（EA21責任者）

TEL　 ： 0985-77-0028　　　FAX　 ： 0985-77-0548

　　　　　　　E‐mail： 　tokuho@smile.ocn.ne.jp

５)事業活動
建設業　(土木工事、とび・土工工事、管工事、舗装工事、水道施設工事、解体工事)

　 　6）事業規模

　　　7)対象範囲
　　　　　　　・対象組織　・・・・・・・・　全社
　　　　　　　・対象活動　・・・・・・・・　建設業

　（土木工事、とび・土工工事、管工事、舗装工事、水道施設工事、解体工事）

8）推進組織図
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２．環境方針

　　

   環境問題は、地球規模で考え対応していくことが重要で
あります。そこで当社は環境問題を最優先課題と位置づけ
良好な環境の保全に貢献するように環境保全活動を行い
ます。

１）エコアクション２１に積極的に参加し、これを運用・維持・改善
　　することを確実にします。

２）建設事業に於いて環境に与える影響を削減する為、
　　次の事項に対して優先的に取り組みます。

　　① 電力・ガソリン・軽油等の燃料の使用量を削減し、

　　　　CO2の削減に努めます。

　　② 一般廃棄物の削減と産業廃棄物のリサイクル化を図り、

　　　　循環型社会形成に努めます。

　　③ 節水を行い環境負荷の低減に努めます。

　　④建設現場では、環境に配慮した施工に努めます。

３）地域社会における環境保全活動に積極的に参加し、
　  社会貢献活動に努めます。

４）関連する環境の法規制を遵守するとともに、行政機関や
　  団体及び地域の要請に協力します。

５）新技術活用や創意工夫で、安全且つ効率的な施工に
　　努めます。

６）この基本方針は当社従業員に周知徹底するとともに、
　   一般に開示します。

　制定  2018年　7月　7日

株式会社　トクホ建設
代表取締役　漆島 栄一郎

　改定  2019年　8月　1日

環 境 方 針

基本方針

基本理念
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３．環境目標

　　過去１年間の環境負荷及び環境への取組みの自己チェックから、短期（当年）及び中期（３ヶ年）の目標値を設定しました。

第二次中期目標

基準値
(2019年8月～

2020年7月

　2021年度
(2021年8月～
2022年7月)

　2022年度
(2022年8月～
2023年7月）

　2023年度
(2023年8月～
2024年7月)

全社 122,672 122,058 121,445 120,832

0.5％削減 1.0％削減 1.5％削減

事務所 6,258 6,227 6,195 6,164

0.5％削減 1.0％削減 1.5％削減

現場 14,697 14,624 14,550 14,477

0.5％削減 1.0％削減 1.5％削減

現場 33,167 33,001 32,835 32,669

0.5％削減 1.0％削減 1.5％削減

全社 97.2 96.7 96.2 95.7

現場 95.0%

全社 ―

＊基準値を2019年度実績値とする。
＊建設副産物の再資源化率は再資源化量÷総排出量×100

４.環境目標の実績

＊２０２１年８月から２０２２年７月までの１年間の目標と実績は以下の通りです。

全社 122,058 197,411 61.8% ×

事務所 6,227 6,093 102.2% 〇

現場 14,624 9,728 150.3% 〇

現場 33,001 66,634 49.5% ×

全社 96.7 95 101.8% 〇

現場 95.0%           100%
(628.56t)

105.3% 〇

全社 地下水利用 〇

全社
環境活動計画

の遵守
当該活動を順守し

ています
― 〇

＊購入電力の二酸化炭素排出係数は令和4年1月公表の調整後排出係数0.480とする。

＊現場の電気消費量による二酸化炭素排出量を含む全社の二酸化炭素排出量は、199,040.2kg-CO2です。

②建設副産物の再資源化率向上

エ
ネ
ル
ー

４．自らが施工する土木建築物等の
　　環境性能の向上・ｻｰﾋﾞｽの改善

４．自らが施工する土木建築物等の
　　環境性能の向上・ｻｰﾋﾞｽの改善

①電力使用量の削減　  （kWh）

３．水資源使用量の削減 　 （m3）

２
廃
棄
物

の
削
減

①一般廃棄物の削減       (kg)

取組み項目
（目標項目）（単位）

③軽油使用量の削減  （Ｌ）

評価

節水活動の徹底

実績値 達成率

地下水使用

環境活動計画を遵守する

②ガソリン使用量の削減   （Ｌ）

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

項
目

２
廃
棄
物
の
削

減

①電力使用量の削減　  （kWh）

③軽油使用量の削減  （Ｌ）

②ガソリン使用量の削減   （Ｌ）

①．一般廃棄物の削減       (kg)

②．建設副産物の再資源化率向上

節水活動の徹底

実 施 区

取組
区分 目標値

全社

取組み項目
（目標項目）（単位）

１．二酸化炭素排出量の削減（kg-CO2）

再資源化率９５％以上

３．水資源使用量の削減 　 （m3）

１．二酸化炭素排出量の削減（kg-CO2）
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５.環境活動計画と取組結果ならびにその評価

①不在箇所、昼休みなどの電気消灯の徹底 ○

②空調温度管理
　（ｴｱｺﾝ使用は28℃以上、湿度80%以上の時）

○

③パソコンの電源オートオフ設定 ○

①エコドライブの徹底(ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟなど) ○

②効率の良い配車・相乗りの推進 ○

①エコドライブの徹底(ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟなど) ○

②重機の定期点検整備の実施 ○

③重機のエコ運転の推進(ﾌﾙｱｸｾﾙの抑制) ○

①廃棄物の分別計量と記録 ○

②コピー用紙などの節減
     (ﾍﾟｰﾊﾟﾚｽ化・裏紙使用など)

○

①リサイクルの為の分別をする ○

②産廃処理はリサイクル業者へ依頼する ○

③残余材防止の為こまめな発注と
    在庫管理の徹底

○

①節水ｼｰﾙの表示による継続的な意識の高揚 ○

②こまめな蛇口開閉による節水 ○

①事務所周辺の清掃活動 ○

②現場周辺の溝清掃 ○

③地域ボランティア活動参加 ―

①工事現場では環境配慮型重機を使用する ○

②各現場では騒音・振動・粉塵・濁水などの
　予防に努める

○

③創意工夫で工期短縮を図る ○

評価実施状況

酷暑の夏場の熱中症対策や年度末の
月でｴｱｺﾝや照明の使用が多い月も
あったが、温度管理の徹底と、不在・不
要箇所のこまめな消灯等で、年間目標
は102.2%と前年に続いて目標達成と
なった。

基準年に比べて工事件数がやや少な
かった事と、比較的近場の現場があっ
た事、及び全社員の省エネ意識の高ま
りで、ｶﾞｿﾘﾝ消費量は150.3%の大幅達
成となった。今後も、ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞやｱｲﾄﾞﾘ
ﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ等で省エネを推進していく。

道路改良工事、PC橋脚撤去、河川掘
削等、大型重機とﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ等の使用
が多かった事で軽油消費量が増加し
て、49.5%の目標達成率となった。但し、
重機のﾌﾙｱｸｾﾙ抑制や、定期点検等は
実施出来ており、特に問題は無い。

事務所から排出される廃棄物は紙類が
多いが、書類を分類して出来るだけ資
源ごみとして排出し、焼却等の最終処
分量は101.8%の目標達成となった。

8．自らが施工する
　土木建築物等の
　環境性能の向上
　・ｻｰﾋﾞｽの改善
(環境配慮型施工の
　推進)

３.軽油使用量の
　　削減

４.一般廃棄物の
　　削減

５.建設副産物の
　再資源化率の
　向上

地下水を利用していますが、出来る限
りこまめな蛇口開閉等、節水に心掛け
ている。

事務所や現場周辺は常に清掃をして
いる。不特定多数の人が集まるﾎﾞﾗﾝﾃｨ
ｱ活動はｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染予防のため、自
粛しているが、現場では、使用道路の
ガードパイプ清掃等を実施している。

常に低騒音型排ガス規制の重機を使
用し、騒音・振動の抑制を図っている。
又、粉塵対策が必要な現場では、散水
車の準備や、塩カルの散布等で抑制し
ている。

今年度は、道路改良工事で発生したｺ
ﾝｸﾘｰﾄ塊とAS塊、橋脚解体工事野ｺﾝｸ
ﾘｰﾄ塊のみで、再資源化率は100%と
なった。尚、資材発注時は、在庫確認
によるこまめな発注に心がけている。

取組項目 活動内容

１.電気使用量の
　　削減

２.ガソリン使用量の
　　削減

６.水資源使用量の
　　削減

7.環境保全の
　　取組推進
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６.次年度の環境目標と活動計画

二酸化炭素排出量の削減 121,445
kg-CO2

省エネ活動の推進

①不在箇所、昼休みなどの電気消灯の徹底

②空調温度管理（冬23℃、夏28℃）

③パソコンの電源オートオフ設定

①エコドライブの徹底(ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟなど)

②効率の良い配車・相乗りの推進

①エコドライブの徹底(ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟなど)

②重機の定期点検整備の実施

③重機のエコ運転の推進(ﾌﾙｱｸｾﾙの抑制)

①廃棄物の分別計量と記録

②コピー用紙などの節減(ﾍﾟｰﾊﾟﾚｽ化・裏紙使用など)

①リサイクルの為の分別をする

②産廃処理はリサイクル業者へ依頼する

③残余材防止の為こまめな発注と在庫管理の徹底

①節水ｼｰﾙの表示による継続的な意識の高揚

②こまめな蛇口開閉による節水

①工事現場では環境配慮型重機を使用する

②各現場では騒音・振動・粉塵・濁水などの予防に努める

③創意工夫で工期短縮を図る

2022年度
目標

５.建設副産物の
　再資源化率の向上

６.水資源使用量の
　　削減

7.自らが施工する製品・
　ｻｰﾋﾞｽの提供

取組項目 活動内容

１.電気使用量の削減

２.ガソリン使用量の
　　削減

３.軽油使用量の削減

４.一般廃棄物の削減

活動計画の
遵守

6,195 kWh

1４,550 L

32,835 L

96.2 kg

95%以上

節水の励行
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７.環境関連法規への違反、訴訟等の有無

　　＊当社の事業に関係する環境関連法規は、担当者が定期的に情報収集して確認しています。

　　　 尚、関連法規制の遵守状況確認を実施した結果、違反はありませんでした。

　　   また、関係当局からの指摘、及び地域住民からの訴訟もありませんでした。

       現場での遵守状況は、安全パトロールや安全会議時などで確認しています

　　　当社の事業関する環境関連法規とその遵守状況は以下の通りです。

主な法規名 順守事項 評価
契約書を契約終了後5年間保存する 順守

マニフェストの回収・A票照合と確認・5年間保管 順守

産業廃棄物管理票交付状況等報告（6月末迄） 順守

年間1000ﾄﾝ以上の場合は多量排出事業者報告 非該当

産廃を保管する際は保管基準の順守・掲示板の設置 順守

発生を抑制する施工方法、資材を選択する 順守

再利用、再生利用、再資源化の努力をする 順守

再資源利用計画書・実施書を作成する 順守

3ヶ月毎に簡易点検をして、記録を保管する。 順守

機器廃棄の際は、ﾌﾛﾝ回収依頼･委託書を保管する。 非該当

知事へ7日前までに届け出 非該当

作業敷地境界にて85デシベル以下 非該当

知事へ7日前までに届け出 非該当

作業敷地境界にて75デシベル以下 非該当

８.代表者による全体評価と見直し指示

①推進組織について 推進組織及び役割は現状を継続する

②環境方針について 現在の方針を継続する。

⑤環境コミニュケーシ
　　ョンについて

特に建設現場周辺の住民の意見や要望に耳を傾けながら施工する事

廃棄物処理法

建設ﾘｻｲｸﾙ法

ﾌﾛﾝ排出
抑制法

騒音規制法

振動規制法

⑥マネジメントシステ
　　ム全般について

環境保全の取組は現場を含めて全社的に実施されているが、その結果
の評価を適宜・適切に行いながら、環境活動のスパイラルアップを図っ
ていくこと

見直し事項 今回の評価結果と指示内容

③環境目標及び環境活動
計画について

今年度は工事件数がやや少なかった事と、比較的近場の現場があった
事、及び全社員の省エネ意識の高まりで、ｶﾞｿﾘﾝ消費量は150.3%の大
幅達成となった。ただ、現場では河道掘削やPCｺﾝｸﾘｰﾄ橋脚撤去等、
大型重機やﾀﾞﾝﾌﾟｶｰの使用が多かった事などから軽油消費量は大幅
に増加して、全社の二酸化炭素排出量は目標未達成となったが、我々
で決めた省エ活動は全社員が実施している為、特に問題は無いと思わ
れる。今後も、現場の内容によっては目標未達成となる場合もあると思
われるが、効果的で効率的な活動を試行錯誤しながら、当社の事業活
動にあった環境経営ｼｽﾃﾑに仕上げる。

④環境関連法規等の
　　取り纏め及び遵守
　　状況について

環境に限らず、事業を展開していく上で関係する法規や条例、取決め
事項等、全てで違反等がないように、コンプライアンスは最重要事項と
して取り組む事

-7-


